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安中市立第一中学校

教諭 櫻井 竜介

令和６年度 文部科学省委託事業

令和6年度

「外部講師を活用したがん教育等現代的な健康課題増進事業」実践校

安中一中の紹介
全校生徒 ５０３人

学級数（含特別支援学級）１９クラス

がん教育の目標

• がんについて正しく理解することができるようにする

• 健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする

群馬県教育委員会「がん教育の手引き（令和４年３月）」

（略）がんに関する科学的根拠に基づいた知識などの専門的な内容を含
むがん教育を進めるに当たっては、地域や学校の実情に応じて、学校医
やがんの専門医等の外部講師の参加・協力を推進するなど、多様な指導
方法の工夫を行うよう配慮する。また、がんを通して健康と命の大切さ
を考える教育を進めるに当たっては、がん経験者等の外部講師の参加・
協力を推進する。

学校におけるがん教育の基本的な考え方について

家

庭

と

の

連

携

２ 本校の実践

2年生での授業実践から全校での学習へ

教科保健から健康教育へ

実践1 授業実践 2学年保健体育（保健分野）

外部講師（看護師）とのTT

文部科学省モジュール教材

日時：令和6年12月3日（火） 対象：2年2組

実践2 がん教育講演会（学校保健委員会）

外部講師（医師・がん経験者）

日時：令和6年12月11日（水） 対象：全校生徒
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１ 事前アンケート結果 全校生徒対象 がんに対するイメージ

怖い病気
死ぬ（命に関わる）

危険

重い病気 治りづらい 辛い

死亡率が

高い

見つかり

づらい
生活習慣

の乱れ

・保護者アンケート

→「がん教育講演会」実施の連絡
→生徒が参加することについて配慮が必要か個別に対応

・生徒アンケート
→講演を聞くにあたって、心配なことがあるか？

・授業（講演会）の途中、辛くなったら退室してよい

・がん教育を受けて良かったと思えるような内容にしたい

配慮が必要な生徒への対応

教諭
看護師

実践1 ２学年 保健体育（保健分野）での授業実践

単元名（題材名）「健康な生活と疾病の予防」

学習指導要領：（ウ）生活習慣病などの予防 イ「がんの予防」

指導者：桜井竜介教諭、外部講師（看護師）
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学習活動

・前時の学習を振り返り、本時のめあてをつかむ導入

・「がん」について理解を深める

（日本のがんの現状、がんの仕組み、がんの発生要因

・「がん」の予防方法をグループで考え、発表する

（個人→グループワーク→全体）

展開

・がん予防の意識を高めるためのメッセージカードを

家族宛に書く
まとめ

本時のねらい

がんについて学んだ知識を生かし予防方法を考え、メッセ

ージカートを作る活動を通して、自分や家族の健康について

考え、がんの予防について自分の考えをもつことができる。

教科書の資料

スライド教材

を活用

＊看護師：

専門的な用語の説明

重要ポイントの説明

11

1 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつかむ（5分）

13

文部科学省スライド資料を活用

2 「がん」についての理解を深める（15分）

13

＜ワークシート＞
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＊専門用語の説明

（罹患、前立腺）

T1「病院に勤務していて、

実際どうですか？」

T2「肺がんで亡くなる人は

多いです。何年もたば

こを吸っている･･･」

「がん」の発生要因

予想 隣の生徒と確認

細菌、ウイルス、遺伝

もある。原因のわかっ

ていないものも多い。

17

個人
↓

グループ
＊

3 がんの予防方法をグループで考え、発表をする（20分）

17

各班がまとめた内容の共有
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「生活習慣が悪いから、

気をつけていないから

がんになったのではない」

＊この授業で抑えたいポイント、まとめにつながる部分は看護師から

20

がん予防のために、自分

はどんなことに気をつけて

いくか考え、隣の人と意見

交流

アルコールが関係す
るのはどんながんで

すか？

肝臓がん
食道がん…

4 がん予防の意識を高めるための「メッセージカード」を家族宛に書く

（10分）
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家族や大切な人に向けた がん予防のための「メッセージ」

学習したことを今後の

生活に生かせるように、

考えたメッセージを伝え

るとともに、自分の生活

も改善できるとよい。

今日学習したことを家族

にも伝えて欲しい。

事後の取組①

メッセージカード

成果
• 外部講師（看護師）の活用が、知識の習得かつ意欲的な学びにつなが
った。また、難しい分野を解説してくれたので、指導者が安心して授

業を進められた。

• 看護師の病院での経験談を話していただき、教科書以上に説得感と現
実感が得られた。

• 身近な看護師に依頼することができ、打ち合わせなど負担軽減できた

• 文部科学省のモジュール教材を使うことで、より習得が図れた。
• 生徒は、がん予防のために生活習慣や検診の重要性を理解し、自分自
身の生活に気をつけるだけでなく、家族にも生活習慣の大切さやがん

検診の重要性を伝えようという意識が高まった。
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課題

①継続してがん教育を進めていくこと

→保健体育科の教員に周知・推奨

②外部講師の継続的な選定

→地域の看護師や保健師、養護教諭に依頼する

③モジュール教材のコンパクト化

→１授業用にまとめてあると、抵抗感がなく活用が進む

実践2 がん教育講演会（第2回学校保健委員会）

日時：令和6年12月11日（水）5・6校時

参加者：全校生徒、教職員、保護者

テーマ：がんを知って、今私たちにできることを考えよう

ねらい：

外部講師（医師、がん経験者）による講演会を実施し、がんについての

正しい理解と、がん患者や家族に対する共感的な理解を深め、自分たちが

できることを考える。

①「がん」についての正しい知識

科学的根拠に基づいた情報、予防、治療など

医師
公立富岡総合病院

医師 町田先生

②がん患者への理解
経験談に基づく話、周りの人のかかわり

がん経験者

松井さん

③健康と命の大切さについて考える
医師

がん経験者

医師、がん経験者を講師に

がん教育外部講師派遣に関する相談窓口一覧

25 26

27 28



8

事前の打ち合わせ … 電話、メール、来校

・当日の流れ（２部構成）

・講演内容の確認、学校の意向

・家族にがん闘病中、家族をがんで亡くしたなど配慮生徒がいること

・生徒の「がん」のイメージ、がんについての理解度

・医師に聞いてみたいこと、がん経験者に聞いてみたいこと

・2年生は「がん」について、保健体育（保健分野）の学習後であること

講師：公立富岡総合病院 検診センター医師 町田昌巳 様

演題：「中学生に知って欲しい『がん』のこと」

～正しい理解と健康な生活～

講話の内容

１ ”がん”ができるのはなぜ？

大きくなるのは？

２ がんを避ける生活

早く見つける方法

３ がんの治し方・支え方

４ 中学生のみなさんへのメッセージ

医師による講演

第1部 医師による講演

大切なことは、正しくこわがること

がん細胞の特徴

・形やはたらきが正常ではない。

・まわりを気にせずにどんどん増える。

いつまでも増える。

・体の中で、遠くに飛んでいった先でも

増える。（他人の体には広がらない。）

がんのでき方、広がり方 田んぼの浮き草に例えると 中学生のみなさんへの

メッセージ

・がんについて正しい情報から理解する。

・健康的な生活や感染対策で予防できる

がんがある。

・時期が来たら検診を受けて、なるべく早く

がんを見つける。

・治療は、正しい知識から。まず標準治療を

受けることをめざす。

・がんになっても、生活の質を保つ方法が

ある。
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がん経験者による講演

第2部 がん経験者による講演

講話の内容

・自己紹介

・がんのイメージ

・がん？ →がん拠点病院へ

・日々揺れ動く感情

・入院、手術

・がん患者の望み、接し方は？

・がん患者が暮らしやすい社会とは

・生きるということ

・がんサロンって？

講師：NPO法人つながるん場

理事長 松井葉子 様

演題「がんになって思うこと」

皆さんに伝えたいこと

• がんは突然やってくる

• がんについての正しい知識を持って欲しい
早期発見に越したことはない

• 家族や友達ががんになったら「自分は経験
していないからわからない。だから、どう

してほしいか教えて欲しい。」と素直に伝

える

• がんは誰にでも起こる可能性がある身近な病気だということがわかった。

• がんについての理解が深まり、正しい知識が身についた。

• がんの予防にはよい生活習慣が大切であることが分かった。

• 早期発見のために、健康診断と定期検診が大切であることが分かった。

• 早期発見が重要で、将来、がん検診に行こうと思った。

• 家族や身近な人とがんや健康について考えるきっかけになった。

• がん患者がどのような思いを抱くのか知ることができた。

• がん患者への接し方について理解を深めた。

• 家族や大切な人にがんの知識や予防の大切さを伝えたいと思った。

• 自分が健康に暮らしているのは当たり前ではないのだと実感した。

• 後悔しない人生にするために、今を一生懸命に過ごすことが大切であることがわかった。

生徒の感想

 生徒にとっても「なんだかわからないから怖い」というのではなく、
がんを正しく理解することができたと思います。

 １年生のライフ（生活ノート）に、講演会の振り返りや考えたことを
多数記入しており、記憶に残る内容だと感じられました。

 ２年生の保健の授業でもがん教育を行っていたのですが、授業内容の
復習になるだけでなく、教科書外の話も聞くことできました。特に、
授業では扱いきれなったがん治療法やがん患者との共生について、講
演会で触れていただき、がんについて網羅できたと感じられました。
２年生にとっては、知識をかなり深掘りできたと考えられます。

教師の感想
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○学校保健委員会だより、学級通信
〇図書室

「がん」の本紹介コーナー

＜今後の取組＞

生徒の予防意識が高まるよう、掲示物や保健だよりを活用し、がんに関

する情報を発信していきたい

<成果>
• 外部講師（看護師、医師、がん経験者）による授業と講演会を通じ、

がんに関する科学的根拠に基づいた専門的な知識を、現実感を持っ

て学ぶことができた。

• 学校全体でがんに対する理解が深まり、自他の健康や命の大切さを

考える貴重な機会となった。

• 生徒が学んだ知識を家族に伝え、家族でがんについて話し合うきっ

かけを作ることができた。

３ 成果と課題

•外部講師の確保と綿密な打ち合わせが必要である。

•がん教育に割けられる時間が限られている中で、他の健康教
育とのバランスを考慮する必要がある。

•身近な人ががんに罹患している生徒への適切な配慮を今後も
続けていく必要がある。

•教師自身のがんに関する正しい知識の習得、情報のアップデ
ートが必要である。

<課題>
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ご清聴ありがとうございました
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